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連携ソリューションとは、日立とマイクロソフト社が連携して事前検証実施し、開発したものです。

利用負荷・運用シナリオを想定したハードウェア・ソフトウェア構成で事前検証することで、お客さま導入システムへの最適
な環境をご提供します。（本取組はマイクロソフト社から高く評価され、3年連続パートナーアワードを受賞しています)

要望に応じて、お客さま固有の想定利用シナリオでの個別検証を実施し、
お客さまにソリューションを体感頂くと共に、計画立案をご支援致します。
この計画立案支援と設計・構築ソリューションにより、迅速なシステム導入を
実現して、ビジネスの早期立ち上げをご支援致します。

日立-マイクロソフトの連携のソリューションが
情報共有基盤システムに対する悩みを解決します

「情報共有ポータル」「検索システム」を導入したが…
「情報共有ポータルが情報のごみ箱に」「検索結果が多すぎ目的の情報に到達できない」

・お客さま業務に拡張可能な
検索とデーター抽出機能

・利用者にあわせた検索
結果表示機能

◆FAST Search Server 2010 
for SharePoint の利用

◆運用や性能を事前に考慮 ◆社会インフラむけの高信頼の
日立プラットフォームの利用

基準書・設計書・規範など大量な上、各部勝手に更新し、正しい情報にアクセスできない
業務データベース、メール、ポータルなどデーターソースが様々で統合なんて考えられない

事前検証された情報統合ソリューションの特徴

統合サービスプラットフォーム
BladeSymphony

Hitachi storage Solutions

・データ抽出やバックアップ
など処理情報

・利用ユーザー数や情報量
を元にした処理負荷

・性能/拡張性/信頼性など
幅広いニーズに対応した
サーバー/ストレージ製品

■日立-マイクロソフト総合検証センター ■

日立とマイクロソフト社のエンジニアが両社の製品について、豊富な導入実績から得られたノウハウと
新技術の適用について共同検証します。

検証結果を元にサービス化を行い、お客様むけのシナリオ検証や導入検討をご支援します。

検証結果をホワイトペーパーとして一般公開しています。
http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/ps/solution/windows/index.html#3

【日立‐マイクロソフト】総合検証センター （マイクロソフト大手町テクノロジセンター内に設置）

Hitachi Storage 
Solutins

日立製品提供

豊富な導入実績
によるノウハウ適用

マイクロソフト製品専任
技術者による検証の実施

JP1

統合サービスプラットフォーム
BladeSymphony

マイクロソフト製品提供

マイクロソフト製品
技術支援

ホワイトペーパー
発行利用シナリオ

策定
シナリオの
実機検証

サービス化

◆シナリオ検証
データセンター
設備提供

Microsoft

Windows システム設計・構築サービス

情報統合ソリューション
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製品仕様は、改良のため変更することがあります。ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

お問い合わせ先 ：

URL :

情報・通信システム社 プラットフォームソリューション事業部

http://www.hitachi.co.jp/pss-inq/
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http://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/ps/solution/windows/index.html

裏面／奥付

本資料に記載されている会社名・商品名は各社の商標または登録商標です。

■ 情報提供サイト ■

■ソリューション提供形態 ■

基本設計 詳細設計 構築

・信頼性設計
・性能設計
・運用設計 など

・運用詳細設計
・移行詳細設計
・定数設計など

・環境構築
・動作確認
など

テスト・移行

・移行支援
・テスト支援
など

■ 導入イメージと効果 ■

導入検討
支援 運用支援

エンジニア 営業 その他

管理者

業務
データーベース
サーバー

イントラネット
Webサーバー

ファイル
サーバー

メール
サーバー

その他

・社内展開支援
など

(詳細は以下)

導入検討支援-1

現行状況調査

導入検討支援-2 導入検討支援-3 導入検討支援-4
（必要に応じて実施)

導入検討支援-5

現行の課題抽出
と導入目的設定

情報統合基盤
導入概念策定

設計・構築時の
・費用対効果
・導入計画、
など作成

設計・構築

導入シナリオでの
・エンドユーザ利用感
・構成や運用
を検証環境で体感

SharePoint/FAST情報統合基盤

Active 
Directory

SharePoint 
Server

FAST Server

情報統合基盤が対象とするデータソース

自社業務にあわせた
インデックス
を適宜カスマイズ

権限や利用目的応じた画面
設定を適切にカスタマイズ

インデックス
（情報の在り処のみ)
を事前に整理し、
SharePoint Serverを
介して利用者に提供

情報統合基盤利用者

ごみ箱化した情報共有場所(ポータルサイトやファイルサーバー)と、業務データベースなどの様々な
データーソースから必要情報をインデックス(情報の在り処、作成者など最小限の情報)として抽出し、
業務にあわせて体系化(類似、除外、データーソース間の関連付、など)し、権限や目的に適した形(画面や
関連情報の提示)で利用者に提供します(体系は業務の変化に応じて、容易に変更可能)

効果：情報に適切にアクセスできないことが原因の以下のようなビジネスシーンが減っていきます。
情報がない故の提案機会損失、長時間情報を探す無駄な時間、
類似作業を重複して各人が実施する無駄、 トラブル発生時の問題解決までの時間、など

取得した情報から
KnowWhoを調査し、
社内コミュニケーション促進

※マイクロソフト社のSA展開サービス特典をお持ちのお客さまは無料で支援を受けることが可能です


